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はじめに

概要
SunOSリファレンスマニュアルは、初めて SunOSを使用するユーザーやすでにある
程度の知識を持っているユーザーのどちらでも対応できるように解説されています。
このマニュアルを構成するマニュアルページは一般に参照マニュアルとして作られて
おり、チュートリアルな要素は含んでいません。それぞれのコマンドを実行すると、
どのような結果が得られるかについて、詳しく説明されています。なお、各マニュア
ルページの内容はオンラインでも参照することができます。

このマニュアルは、マニュアルページの内容によっていくつかのセクションに分かれ
ています。各セクションについて以下に簡単に説明します。

� セクション 1は、オペレーティングシステムで使えるコマンドを説明します。
� セクション 1Mは、システム保守や管理用として主に使われるコマンドを説明しま
す。

� セクション 2は、すべてのシステムコールについて説明します。ほとんどのシステ
ムコールに 1つまたは複数のエラーがあります。エラーの場合、通常ありえない戻
り値が返されます。

� セクション 3は、さまざまなライブラリ中の関数について説明します。ただし、
UNIXシステムプリミティブを直接呼び出す関数については、セクション 2で説明
しています。

� セクション 4は、各種ファイルの形式について説明します。また、ファイル形式を
宣言する C構造体を適用できる場合には随時説明しています。

� セクション 5は、文字セットテーブルなど他のセクションには該当しないものにつ
いて説明します。

� セクション 7は、特殊なハードウェア周辺装置またはデバイスドライバに関するさ
まざまな特殊ファイルについて説明します。STREAMSソフトウェアドライバ、モ
ジュール、またはシステムコールの STREAMS汎用セットについても説明しま
す。
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� セクション 9は、カーネル環境でデバイスドライバを記述するのに必要な参照情報
を提供します。ここでは、デバイスドライバインタフェース (DDI)とドライ
バ/カーネルインタフェース (DKI)という 2つのデバイスドライバインタフェース
仕様について説明します。

� セクション 9Fは、デバイスドライバが使用できるカーネル関数について説明しま
す。

以下に、このマニュアルの項目を表記されている順に説明します。ほとんどのマ
ニュアルページが下記の項目からなる共通の書式で書かれていますが、必要でない項
目については省略されています。たとえば、記述すべきバグがコマンドにない場合な
どは、「使用上の留意点」という項目はありません。各マニュアルページの詳細は各
セクションの introを、マニュアルページの一般的な情報については man(1)を参照
してください。

名前 コマンドや関数の名称と概略が示されています。

形式 コマンドや関数の構文が示されています。標準パスにコマンドや
ファイルが存在しない場合は、フルパス名が示されます。字体
は、コマンド、オプションなどの定数にはボールド体 (bold)を、
引数、パラメータ、置換文字などの変数にはイタリック体 (Italic)
または <日本語訳>を使用しています。オプションと引数の順番
は、アルファベット順です。特別な指定が必要な場合を除いて、1
文字の引数、引数のついたオプションの順に書かれています。

以下の文字がそれぞれの項目で使われています。

[ ] このかっこに囲まれたオプションや引数は省略できま
す。このかっこが付いていない場合には、引数を必ず
指定する必要があります。

. . . 省略符号。前の引数に変数を付けたり、引数を複数指
定したりできることを意味します (例: ‘ filename . .
.’)。

| 区切り文字 (セパレータ)。この文字で分割されている
引数のうち 1つだけを指定できます。

{ } この大かっこに囲まれた複数のオプションや引数は省
略できます。かっこ内を 1組として扱います。

プロトコル この項が使われているのは、プロトコルが記述されているファイ
ルを示すサブセクション 3Rだけです。パス名は常にボールド体
(bold)で示されています。

機能説明 コマンドの機能とその動作について説明します。実行時の詳細を
説明していますが、オプションの説明や使用例はここでは示され
ていません。対話形式のコマンド、サブコマンド、リクエスト、
マクロ、関数などに関しては「使用法」で説明します。

IOCTL セクション 7だけに使用される項です。ioctl(2)システムコール
へのパラメータは ioctlと呼ばれ、適切なパラメータを持つデバ
イスクラスのマニュアルページだけに記載されています。特定の
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デバイスに関する ioctlは、(そのデバイスのマニュアルページ
に)アルファベット順に記述されています。デバイスの特定のクラ
スに関する ioctlは、mtio(7I)のように ioで終わる名前が付い
ているデバイスクラスのマニュアルページに記載されています。

オプション 各オプションがどのように実行されるかを説明しています。「形
式」で示されている順に記述されています。オプションの引数は
この項目で説明され、必要な場合はデフォルト値を示します。

オペランド コマンドのオペランドを一覧表示し、各オペランドがコマンドの
動作にどのように影響を及ぼすかを説明しています。

出力 コマンドによって生成される出力 (標準出力、標準エラー、または
出力ファイル)を説明しています。

戻り値 値を返す関数の場合、その値を示し、値が返される時の条件を説
明しています。関数が 0や -1のような一定の値だけを返す場合
は、値と説明の形で示され、その他の場合は各関数の戻り値につ
いて簡単に説明しています。voidとして宣言された関数はこの項
では扱いません。

エラー 失敗の場合、ほとんどの関数はその理由を示すエラーコードを
errno変数の中に設定します。この項ではエラーコードをアル
ファベット順に記述し、各エラーの原因となる条件について説明
します。同じエラーの原因となる条件が複数ある場合は、エラー
コードの下にそれぞれの条件を別々のパラグラフで説明していま
す。

使用法 この項では、使用する際の手がかりとなる説明が示されていま
す。特定の決まりや機能、詳しい説明の必要なコマンドなどが示
されています。組み込み機能については、以下の小項目で説明し
ています。

コマンド
修飾子
変数
式
入力文法

使用例 コマンドや関数の使用例または使用方法を説明しています。でき
るだけ実際に入力するコマンド行とスクリーンに表示される内容
を例にしています。例の中には必ず example%のプロンプトが出
てきます。スーパーユーザーの場合は example#のプロンプトに
なります。例では、その説明、変数置換の方法、戻り値が示さ
れ、それらのほとんどが「形式」、「機能説明」、「オプ
ション」、「使用法」の項からの実例となっています。

環境 コマンドや関数が影響を与える環境変数を記述し、その影響につ
いて簡単に説明しています。
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終了ステータス コマンドが呼び出しプログラムまたはシェルに返す値と、その状
態を説明しています。通常、正常終了には 0が返され、0以外の
値はそれぞれのエラー状態を示します。

ファイル マニュアルページが参照するファイル、関連ファイル、およびコ
マンドが作成または必要とするファイルを示し、各ファイルにつ
いて簡単に説明しています。

属性 属性タイプとその対応する値を定義することにより、コマンド、
ユーティリティ、およびデバイスドライバの特性を一覧していま
す。詳細は attributes(5)を参照してください。

関連項目 関連するマニュアルページ、当社のマニュアル、および一般の出
版物が示されています。

診断 エラーの発生状況と診断メッセージが示されています。メッセー
ジはボールド体 (bold)で、変数はイタリック体 (Italic)または <日
本語訳>で示されており、Cロケール時の表示形式です。

警告 作業に支障を与えるような現象について説明しています。診断
メッセージではありません。

注意事項 それぞれの項に該当しない追加情報が示されています。マニュア
ルページの内容とは直接関係のない事柄も参照用に扱っていま
す。ここでは重要な情報については説明していません。

使用上の留意点 すでに発見されているバグについて説明しています。可能な場合
は対処法も示しています。
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序章
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Intro –関数とライブラリの紹介

このセクションでは、さまざまな Solarisライブラリにある関数のうち、直接 UNIX
システムのプリミティブを呼び出す関数 (このマニュアルページのセクション 2で説
明)以外の関数について説明します。関数の宣言は、各ページで説明されている
#includeファイルから取得できます。このセクションの説明はライブラリ別に
なっています。各ライブラリは、セクション番号の後ろに入っているライブラリ名
(ライブラリの省略名)で識別できます。関連のあるライブラリのコレクションは、下
記に示すように大きく 5つのボリュームに分かれており、6番目のボリュームは、こ
の 5つのボリュームで説明されている関数、マクロ、外部変数が使用する共有ライブ
ラリとヘッダーの内容説明になっています。ここでは、まず、この 6番目のボリュー
ムから説明します。

このボリュームでは、他の 5つのボリュームで説明されている関数、マクロ、外部変
数が使用する共有ライブラリとヘッダーの内容について説明します。

(3LIB) このセクションで説明するライブラリはどれも、共有オブジェク
トとして実装されています。

共有オブジェクトの説明には、共有オブジェクトの共有インタ
フェースを定義する大域シンボルの定義が含まれていることがあ
ります (例: SUNW_1.1)。このほかのインタフェースは、共有オブ
ジェクトに含まれている可能性があります (例:
SUNW_private.1.1)。共有インタフェースは、アプリケー
ション開発用に、安定度の高い専用のシンボルセットを提供しま
す。専用インタフェースは内部使用のみであり、随時変更される
可能性があります。

(3LIBUCB) このセクションで説明する SunOS/BSD互換ライブラリは、共有
オブジェクトとして実装されています。上記の (3LIB)を参照して
ください。

(3HEAD) このセクションで説明するヘッダーは、関数、マクロ、外部変数
が使用するヘッダーです。ヘッダーには、関数のプロトタイプ、
記号定数の定義、共通の構造体、プリプロセッサマクロ、定義済
みの型が含まれています。残りの 5つのボリュームで説明されて
いる各関数は、この関数を使用するためにアプリケーションに含
めなければならないヘッダーを指定します。多くの場合、必要な
ヘッダーは 1つだけです。このようなヘッダーは、アプリケー
ション開発システムに配置されます。実行システムに配置する必
要はありません。

このボリュームで説明する関数は、アプリケーション開発の基本となるコア Cライブ
ラリ関数です。

(3C) セクション 2の関数とともに標準 Cライブラリ libcを構成する
関数です。libcは、Cコンパイルシステムにより自動的にリンク
されます。標準 Cライブラリは共有オブジェクト libc.soとし
て実装されています。libc(3LIB)を参照してください。『ANSI
C Programmer’s Guide』の「C Compilation System」の章にも参考

Intro(3)

名前

機能説明

ライブラリインタ
フェースおよび

ヘッダー

基本ライブラリ関
数
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になる情報があります。規格に合致した環境では、動作が異なる
関数もあります。こうした動作については、個々のマニュアル
ページで説明されています。standards(5)を参照してくださ
い。

libpthreadライブラリと libthreadライブラリは libcへの
フィルタライブラリであり、マルチスレッドアプリケーションを
構築するために使用します。libpthreadは POSIX
(standards(5)を参照)スレッドインタフェースを実装し、
libthreadは Solarisスレッドインタフェースを実装します。下
記のマルチスレッドアプリケーションを参照してください。

(3C_DB) スレッドデバッグライブラリ libc_dbを構成する関数です。この
ライブラリは共有オブジェクト libc_db.soとして実装されてい
ますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされま
せん。ccコマンド行で -lc_dbを指定すると、このライブラリに
リンクできます。libc_db(3LIB)を参照してください。

(3MALLOC) libmalloc、libbsdmalloc、libmapmalloc、libmtmalloc
という複数のメモリー割り当てライブラリを構成する関数です。
これらのライブラリはそれぞれ共有オブジェクト
libmalloc.so、libbsdmalloc.so、libmapmalloc.so、
libmtmalloc.soおよび libumem.soとして実装されていま
す。このライブラリ群は、Cコンパイルシステムによって自動的
にはリンクされません。libmalloc、libbsdmalloc、
libmapmalloc、libmtmallocとリンクするには、それぞれ
-lmalloc、-lbsdmalloc、-lmapmalloc、-lmtmallocの
各オプションを指定しま
す。libmalloc(3LIB)、libbsdmalloc(3LIB)、
libmapmalloc(3LIB)、libmtmalloc(3LIB)を参照してくださ
い。

(3UCB) BSD関数を含むソース互換ライブラリを構成する関数です。共有
オブジェクト libucb.soとして実装されていますが、Cコンパ
イルシステムによって自動的にはリンクされません。このライブ
ラリは /usr/ucbサブディレクトリにあるため、ccコマンド行
で -lucbを指定することによってリンクできます。このライブラ
リのヘッダーは、/usr/ucbincludeに入っていま
す。libucb(3LIBUCB)を参照してください。

このボリュームで説明する関数は、さまざまなネットワーキングライブラリを構成し
ます。

(3GSS) このライブラリ中の関数は、Generic Security Services API
(GSS-API)ライブラリを構成するルーチンです。このライブラリ
は共有オブジェクト libgss.soとして実装されています。ただ
し、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされませ
ん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で -lgss
を指定します。libgss(3LIB)を参照してください。

Intro(3)

ネットワーキング
ライブラリ関数
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(3LDAP) 軽量ディレクトリアクセスプロトコルライブラリを構成する関数
です。このライブラリは共有オブジェクト libldap.soとして実
装されていますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリ
ンクされません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド
行で -lldapを指定します。ldap(3LDAP)を参照してください。

(3NSL) ネットワークサービスライブラリ libnslを構成する関数です。
このライブラリは共有オブジェクト libnsl.soとして実装され
ていますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクさ
れません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-lnslを指定します。libnsl(3LIB)を参照してください。

基本ネットワーキング関数の多くは、X/Openネットワーキング
インタフェースライブラリにも入っています。libxnetインタ
フェースの詳細については、下記のセクション (3XNET)を参照し
てください。

(3RAC) リモート非同期呼び出しライブラリ libracを構成する関数で
す。このライブラリは共有オブジェクト librac.soとして実装
されていますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリン
クされません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行
で -lracを指定します。librac(3LIB)を参照してください。

(3RESOLV) リゾルバライブラリ libresolvを構成する関数です。このライ
ブラリは共有オブジェクト libresolv.soとして実装されていま
すが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされませ
ん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-lresolvを指定します。libresolv(3LIB)を参照してくださ
い。

(3RPC) 遠隔手続き呼び出しライブラリ librpcsvcと librpcsocを構
成する関数です。librpcsocは互換性の提供のみを目的としたラ
イブラリなので、これには新しいアプリケーションをリンクしな
いでください。この 2つのライブラリは、それぞれ共有オブ
ジェクト librpcsvc.soと librpcsoc.soとして実装されてい
ます (librt(3LIB)参照)。どちらのライブラリも、Cコンパイル
システムによって自動的にはリンクされません。これらにリンク
するには、ccコマンド行で -lrpcsvcか -lrpcsocを指定しま
す。librpcsvc(3LIB)および librpcsoc(3LIBUCB)を参照して
ください。

(3SLP) SLP (サービスロケーションプロトコル, Service Location Protocol)
ライブラリ libslpを構成する関数です。このライブラリは、共
有オブジェクト libslp.soとして実装されていますが、Cコン
パイルシステムによって自動的にはリンクされませ
ん。libslp(3LIB)を参照してください。

(3SASL) シンプル認証とセキュリティ層 (SASL: Simple Authentication and
Security Layer)ライブラリ libsaslを構成する関数です。SASL
は、接続指向のネットワークアプリケーションが主に認証に使用
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するセキュリティのフレームワークです。言い換えると、SASL
は、ネットワークアプリケーションといくつかのセキュリティ機
構を接合する接着剤の層です。したがって、アプリケーションは
お互いに認証できるとともに、データの暗号化などの追加のセ
キュリティサービスも利用できます。接着剤の層として、SASL
は、セキュリティ機構に固有なインタフェースをアプリケー
ションに見せないため、新しいセキュリティ機構を実装しても、
柔軟かつ迅速に移植できます。

libsaslは、アプリケーションに対してはAPIを提供し、さまざ
まなプラグインに対しては SPIを提供します。このライブラリに
リンクするには、ccコマンド行で -lsaslを指定しま
す。libsasl(3LIB)を参照してください。

(3SOCKET) ソケットライブラリ libsocketを構成する関数です。このライ
ブラリは、共有オブジェクト libsocket.soとして実装されてい
ますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされま
せん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-lsocketを指定します。libsocket(3LIB)を参照してくださ
い。

(3XNET) X/Open CAE仕様『Networking Services』(Issue 4、1994年 9月)
に準拠した X/Openネットワーキングインタフェースを構成する
関数です。このライブラリは共有オブジェクト libxnet.soとし
て実装されていますが、Cコンパイルシステムによって自動的に
はリンクされません。このライブラリにリンクするには、ccコマ
ンド行で -lxnetを指定します。コンパイル情報について
は、libxnet(3LIB)および standards(5)を参照してください。

どのような状況でも、XTI APIや TLI APIではなく、ソケットAPIを優先的に使用す
ることをお勧めします。ただし、ほかの XPGV4v2 (standards(5)を参照)システム
に移植する必要がある場合は、アプリケーションで libxnetインタフェースを使用
する必要があります。移植の必要がない場合は、libxnetのインタフェースではな
く、libsocketや libnslのソケットインタフェースを使用する方法をお勧めしま
す。XTI API、TLI APIの中では、libnslで使用できる TLIインタフェースよりも
libxnetで使用できる XTIインタフェースのほうをお勧めします。

このボリュームで説明する関数は、グラフィックスと文字が表示された画面の更新機
能を提供するライブラリを構成します。

(3CURSES) 次のライブラリを構成する関数です。

libcurses cursesライブラリ libcursesを構成する関数
です。このライブラリは共有オブジェクト
libcurses.soとして実装されていますが、
Cコンパイルシステムによって自動的にはリン
クされません。このライブラリにリンクするに
は、ccコマンド行で -lcursesを指定しま
す。libcurses(3LIB)を参照してください。
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libform formsライブラリ libformを構成する関数で
す。このライブラリは共有オブジェクト
libform.soとして実装されていますが、C
コンパイルシステムによって自動的にはリンク
されません。このライブラリにリンクするに
は、ccコマンド行で -lformを指定しま
す。libform(3LIB)を参照してください。

libmenu menusライブラリ libmenuを構成する関数で
す。このライブラリは共有オブジェクト
libmenu.soとして実装されていますが、C
コンパイルシステムによって自動的にはリンク
されません。このライブラリにリンクするに
は、ccコマンド行で -lmenuを指定しま
す。libmenu(3LIB)を参照してください。

libpanel panelsライブラリ libpanelを構成する関数
です。このライブラリは共有オブジェクト
libpanel.soとして実装されていますが、C
コンパイルシステムによって自動的にはリンク
されません。このライブラリにリンクするに
は、ccコマンド行で -lpanelを指定しま
す。libpanel(3LIB)を参照してください。

(3PLOT) グラフィックスライブラリ libplotを構成する関数です。このラ
イブラリは共有オブジェクト libplot.soとして実装されていま
すが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされませ
ん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で -lplot
を指定します。libplot(3LIB)を参照してください。

(3XCURSES) /usr/xpg4/lib/libcurses.soにある X/Open Cursesライブ
ラリを構成する関数です。このライブラリは、端末画面での入力
と出力、その変更に使用する国際化された関数とマクロのセット
を提供します。このライブラリには、ウィンドウの作成、テキス
トの強調表示、画面への書き込み、ユーザーの入力の読み取り、
カーソルの移動などを実行するための関数が含まれています。
X/Open Cursesは、画面更新動作を最適化するように設計されて
います。X/Open Cursesライブラリは、X/Open Extended Curses
仕様 (Issue 4)に全面的に準拠していいます。

このボリュームで説明する関数は、リアルタイムライブラリを構成します。

(3AIO) 非同期入出力ライブラリ liaioを構成する関数です。このライブ
ラリは共有オブジェクト libaio.soとして実装されています
が、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされませ
ん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で -laio
を指定します。libaio(3LIB)を参照してください。
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(3DOOR) doorsライブラリ libdoorを構成する関数です。このライブラリ
は共有オブジェクト libdoor.soとして実装されていますが、C
コンパイルシステムによって自動的にはリンクされません。この
ライブラリにリンクするには、ccコマンド行で -ldoorを指定し
ます。

(3RT) POSIX.4リアルタイムライブラリ librtを構成する関数です。こ
のライブラリは共有オブジェクト librt.soとして実装されてい
ますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされま
せん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で -lrt
を指定します。このライブラリは、以前は libposix4という名
前でした。下位互換のため、この libposix4も維持されていま
すが、こちらの使用はできるだけ避けてください。librt(3LIB)
を参照してください。

このボリュームで説明する関数は、特化されたさまざまなライブラリを構成します。
構成されるライブラリは、次に示す限りではありません。

(3BSM) 基本セキュリティライブラリ libbsmを構成する関数です。この
ライブラリは共有オブジェクト libbsm.soとして実装されてい
ますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされま
せん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で -lbsm
を指定します。libbsm(3LIB)を参照してください。

(3CFGADM) 構成管理ライブラリ libcfgadmを構成する関数です。このライ
ブラリは共有オブジェクト libcfgadm.soとして実装されていま
すが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされませ
ん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-lcfgadmを指定します。libcfgadm(3LIB)を参照してくださ
い。

(3CONTRACT) 契約管理ライブラリ libcontractを構成する関数です。このラ
イブラリは共有オブジェクト libcontract.soとして実装され
ていますが、Cコンパイルシステムによっては自動的にリンクさ
れません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-lcontractを指定します。libcontract(3LIB)を参照してく
ださい。

(3CPC) CPUパフォーマンスカウンタライブラリ libcpcおよびプロセス
コンテキストライブラリ libpctxを構成する関数です。これらの
ライブラリはそれぞれ共有オブジェクト libcpc.soおよび
libpctx.soとして実装されていますが、Cコンパイルシステム
によって自動的にはリンクされません。このライブラリにリンク
するには、ccコマンド行で -lcpcを指定します。libcpc(3LIB)
および libpctx(3LIB)を参照してください。
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(3DAT) 直接アクセス転送ライブラリ libdevidを構成する関数です。こ
のライブラリは共有オブジェクト libdat.soとして実装されて
いますが、Cコンパイルシステムによっては自動的にリンクされ
ません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-ldatを指定します。libdat(3LIB)を参照してください。

(3DEVID) デバイス IDライブラリ libdevidを構成する関数です。このラ
イブラリは共有オブジェクト libdevid.soとして実装されてい
ますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされま
せん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-ldevidを指定します。libdevid(3LIB)を参照してください。

(3DEVINFO) デバイス情報ライブラリ libbsmを構成する関数です。このライ
ブラリは共有オブジェクト libdevinfo.so、アーカイブ
libdevinfo.aとして実装されていますが、Cコンパイルシステ
ムによって自動的にはリンクされません。このライブラリにリン
クするには、ccコマンド行で -ldevinfoを指定しま
す。libdevinfo(3LIB)を参照してください。

(3DMI) DMIライブラリ libdmi、libdmici、libdmimiを構成する関
数です。これらのライブラリはそれぞれ、共有オブジェクト
libdmi.so、libdmici.so、libdmimi.soとして実装されて
いますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされ
ません。これらにリンクするには、ccコマンド行で
-ldmi、-ldmici、-ldmimiのいずれかを指定しま
す。libdmi(3LIB)、libdmici(3LIB)、libdmimi(3LIB)を参照し
てください。

(3ELF) ELF (Extensible Linking Format)アクセスライブラリ libelfを
構成する関数です。このライブラリは elfファイルの作成と分析用
のインタフェースを提供します。elfファイルには、実行ファイ
ル、オブジェクト、共有オブジェクトがあります。libelfは共
有オブジェクト libelf.soとして実装されていますが、Cコン
パイルシステムによって自動的にはリンクされません。このライ
ブラリにリンクするには、ccコマンド行で -lelfを指定しま
す。libelf(3LIB)を参照してください。

(3EXACCT) 拡張アカウンティングアクセスライブラリ libexacctおよびプ
ロジェクトデータベースアクセスライブラリ libprojectを構成
する関数です。これらのライブラリはそれぞれ、共有オブジェク
ト libexacct.soおよび libproject.soとして実装されてい
ますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされま
せん。これらのライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-lexacctまたは -lprojectを指定します。libexacct(3LIB)
および libproject(3LIB)を参照してください。

(3GEN) 文字列のパターンマッチングやパス名の操作を行うライブラリ
libgenを構成する関数です。このライブラリは共有オブジェク
ト libgen.soとして実装されていますが、Cコンパイルシステ
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ムによって自動的にはリンクされません。このライブラリにリン
クするには、ccコマンド行で -lgenを指定しま
す。libgen(3LIB)を参照してください。

(3HBAAPI) 共通ファイバチャネル HBA情報ライブラリ libhbaapiを構成す
る関数です。このライブラリは共有オブジェクト libhbaapi.so
として実装されていますが、Cコンパイルシステムによっては自
動的にリンクされません。このライブラリにリンクするには、cc
コマンド行で -lhbaapiを指定します。libhbaapi(3LIB)を参照
してください。

(3KSTAT) カーネル統計情報ライブラリを構成する関数です。このライブラ
リは共有オブジェクト libkstat.so、アーカイブ libkstat.a
として実装されていますが、Cコンパイルシステムによって自動
的にはリンクされません。このライブラリにリンクするには、cc
コマンド行で -lkstatを指定します。libkstat(3LIB)を参照し
てください。

(3KVM) カーネルの仮想メモリーライブラリへのアクセスを許可する関数
です。このライブラリは共有オブジェクト libkvm.soとして実
装されていますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリ
ンクされません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド
行で -lkvmを指定します。libkvm(3LIB)を参照してください。

(3LAYOUT) レイアウトサービスライブラリを構成する関数です。このライブ
ラリは共有オブジェクト liblayout.soとして実装されています
が、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされませ
ん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-llayoutを指定します。liblayout(3LIB)を参照してくださ
い。

(3LGRP) ローカリティグループライブラリを構成する関数です。このライ
ブラリは共有オブジェクト liblgrp.soとして実装されています
が、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされませ
ん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で -llgrp
を指定します。liblgrp(3LIB)を参照してください。

(3M) 数学ライブラリ libmを構成する関数です。このライブラリは共
有オブジェクト libm.soとして実装されていますが、Cコンパイ
ルシステムによって自動的にはリンクされません。このライブラ
リにリンクするには、ccコマンド行で -lmを指定します。

(3MAIL) ユーザーのメールボックス管理ライブラリ libmailを構成する関
数です。このライブラリは共有オブジェクト libmail.soとして
実装されていますが、Cコンパイルシステムによって自動的には
リンクされません。このライブラリにリンクするには、ccコマン
ド行で -lmailを指定します。
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(3MP) 整数型数学ライブラリ libmpを構成する関数です。このライブラ
リは共有オブジェクト libmp.soとして実装されていますが、C
コンパイルシステムによって自動的にはリンクされません。この
ライブラリにリンクするには、ccコマンド行で -lmpを指定しま
す。libmp(3LIB)を参照してください。

(3NVPAIR) 名前と値の組み合せのライブラリ libnvpairを構成する関数で
す。このライブラリは共有オブジェクト libnvpair.soとして実
装されていますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリ
ンクされません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド
行で -lnvpairを指定します。libnvpair(3LIB)を参照してくだ
さい。

(3PAM) PAM (Pluggable Authentication Module)ライブラリ libpamを構
成する関数です。このライブラリは共有オブジェクト libpam.so
として実装されていますが、Cコンパイルシステムによって自動
的にはリンクされません。このライブラリにリンクするには、cc
コマンド行で -lpamを指定します。libpam(3LIB)を参照してく
ださい。

(3PICL) PICLライブラリ libpiclを構成する関数です。このライブラリ
は共有オブジェクト libpicl.soとして実装されていますが、C
コンパイルシステムによって自動的にはリンクされません。この
ライブラリにリンクするには、ccコマンド行で -lpiclを指定し
ます。libpicl(3LIB)libpicl(3LIB)および libpicl(3PICL)を
参照してください。

(3PICLTREE) PICLプラグインライブラリ libpicltreeを構成する関数です。
このライブラリは共有オブジェクト libpicltree.soとして実
装されていますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリ
ンクされません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド
行で -lpicltreeを指定しま
す。libpicltree(3LIB)libpicltree(3LIB)およ
びlibpicltree(3PICLTREE)を参照してください。

(3RSM) リモート共有メモリー librsmを構成する関数です。このライブ
ラリは共有オブジェクト librsm.soとして実装されています
が、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされませ
ん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で -lrsm
を指定します。librsm(3LIB)を参照してください。

(3SCF) オブジェクトキャッシュ用メモリー割り当てライブラリ libscf
を構成する関数です。このライブラリは共有オブジェクト
libscf.soとして実装されていますが、Cコンパイルシステムに
よっては自動的にリンクされません。このライブラリにリンクす
るには、ccコマンド行で -lscfを指定します。libscf(3LIB)を
参照してください。
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(3SEC) ファイルアクセス制御ライブラリ libsecを構成する関数です。
このライブラリは共有オブジェクト libsec.soとして実装され
ていますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクさ
れません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-lsecを指定します。libsec(3LIB)を参照してください。

(3SECDB) セキュリティ属性データベースライブラリ libsecdbを構成する
関数です。このライブラリは共有オブジェクト libsecdb.soと
して実装されていますが、Cコンパイルシステムによって自動的
にはリンクされません。このライブラリにリンクするには、ccコ
マンド行で -lsecdbを指定します。libsecdb(3LIB)を参照して
ください。

(3SNMP) SNMPライブラリ libssagentと libssasnmpを構成する関数
です。この 2つのライブラリは、それぞれ共有オブジェクト
libssagent.so、libssasnmp.soとして実装されています
が、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクされませ
ん。これらにリンクするには、ccコマンド行で -lssagentまた
は -lssasnmpを指定します。libssagent(3LIB)を参照してく
ださい。

(3SYSEVENT) システムイベントライブラリ libsyseventを構成する関数で
す。このライブラリは共有オブジェクト libsysevent.soとし
て実装されていますが、Cコンパイルシステムによって自動的に
はリンクされません。このライブラリにリンクするには、ccコマ
ンド行で -lsyseventを指定します。libsysevent(3LIB)を参
照してください。

(3TECLA) 対話型コマンド行入力ライブラリ libteclaを構成する関数で
す。このライブラリは共有オブジェクト libtecla.soとして実
装されていますが、Cコンパイルシステムによっては自動的にリ
ンクされません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド
行で -lteclaを指定します。libtecla(3LIB)を参照してくださ
い。

(3TNF) TNFライブラリ libtnf、libtnfctl、libtnfprobeを構成す
る関数です。この 3つのライブラリは、それぞれ共有オブジェク
ト libtnf.so、libtnfctl.so、libtnfprobe.soとして実装
されていますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリン
クされません。これらにリンクするには、ccコマンド行で
-ltnf、-ltnfctl、-ltnfprobeのいずれかを指定しま
す。libtnfctl(3TNF)および libtnfctl(3LIB)を参照してくだ
さい。

(3UUID) 普遍一意な識別子ライブラリ libuuidを構成する関数です。この
ライブラリは共有オブジェクト libuuid.soとして実装されてい
ますが、Cコンパイルシステムによっては自動的にリンクされま
せん。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-luuidを指定します。libuuid(3LIB)を参照してください。

Intro(3)
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(3VOLMGT) ボリューム管理ライブラリ libvolmgtを構成する関数です。こ
のライブラリは共有オブジェクト libvolmgt.soとして実装され
ていますが、Cコンパイルシステムによって自動的にはリンクさ
れません。このライブラリにリンクするには、ccコマンド行で
-lvolmgtを指定します。libvolmgt(3LIB)を参照してくださ
い。

(3WSREG) 製品インストールレジストリのライブラリ libwsregを構成する
関数です。このライブラリは、共有オブジェクト libwsreg.so
として実装されていますが、Cコンパイラシステムによって自動
的にはリンクされません。このライブラリにリンクするには、cc
コマンド行で -lwsregオプションを指定してくださ
い。libwsreg(3LIB)を参照してください。

マシンのバイトに適合するビットパターンを、1文字と解釈することができます。た
だし、言語によっては、1文字に 1バイト以上必要で、複数バイトで表現されるもの
もあります。

NULL文字とは、値が 0の文字のことです。C言語では、便宜上この文字を \0と表
します。文字の並び (シーケンス)のことを文字配列と言います。最後の文字が NULL
文字になっている文字の並びのことを NULL終了文字配列 (文字列)と言います。ま
た、NULL文字だけを含む文字配列のことを NULL文字列と言います。0をポインタ
にキャストすることによって得られる値は NULLポインタと呼ばれています。C言語
では、この値は有効なポインタと一致しません。このため、ポインタを返す関数のほ
とんどは、NULLを返すことによってエラーを示します。NULLマクロは <stdio.h>
で定義されています。size_tの型は適切なヘッダーの中に定義されています。

POSIXスレッドと Solarisスレッドは両方とも、同じアプリケーション内で使用でき
ます。これらのスレッドはお互いに完全な互換性がありますが、ほかの POSIX適合環
境への移植性が保証されるのは POSIXスレッドだけです。

libpthread(3LIB)ライブラリと libthread(3LIB)ライブラリは、libc(3LIB)への
フィルタとして実装されます。

マルチスレッドアプリケーションをコンパイルするときには、コマンド行で -mtオプ
ションを指定する必要があります。

マルチスレッドアプリケーションは -lthreadとリンクする必要はありません。
fork(2)に対する POSIX意味論が必要でない限り、アプリケーションは -lpthread
とリンクする必要はありません。アプリケーションが -lpthreadとリンクしたとき、
fork()の呼び出しでは、すべてのスレッドをフォークするというデフォルトの動作
ではなく、fork1(2)rの動作が想定されます。

POSIX適合のアプリケーションをコンパイルするとき、_POSIX_C_SOURCEオプ
ションまたは __POSIX_PTHREAD_SEMANTICSオプションのどちらかをコマンド行で
指定する必要があります。POSIX.1cに適合するアプリケーションには、次のように、
_POSIX_C_SOURCEオプションに 199506L以上の値を定義します。

cc -mt [ flag... ] file... -D_POSIX_C_SOURCE=199506L -lpthread

Intro(3)
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Solarisの fork()と fork1()を区別する POSIXの動作の場合、次のようにコンパ
イルします。

cc -mt [ flag... ] file... -D_POSIX_PTHREAD_SEMANTICS

Solarisスレッドの動作の場合、次のようにコンパイルします。

cc -mt [ flag... ] file...

アプリケーションの安全性を保証するため、安全でないインタフェースはメインス
レッドだけから呼び出すようにします。

MT安全なインタフェースについては、各関数やライブラリのマニュアルページ
の「属性」の項目に記述されています (attributes(5)を参照)。インタフェースが
MT安全であることがマニュアルページに明示的に述べられていない場合、そのイン
タフェースは安全でないことを想定する必要があります。

早期のバインディングを可能にするためは、環境変数 LD_BIND_NOWの値を非 NULL
値に設定してください。詳細については『リンカーとライブラリ』の再配置に関する
説明を参照してください。

INCDIR 通常は /usr/include

LIBDIR 通常は /libまたは /usr/lib (32ビットの場合)ある
いは、/lib/64または /usr/lib/64 (64ビットの場
合)です。

LIBDIR/*.so 共有ライブラリ

ar(1), cc(1B), ld(1), fork(2), intro(3), stdio(3C), attributes (5), standards(5)

『リンカーとライブラリ』

『プロファイリングツール』

『ANSI C Programmer’s Guide』

浮動小数点の値を戻す関数の場合、エラーの処理方法はコンパイルモードによって変
わります。-Xtオプション (デフォルト)を ccコマンド行で指定している場合、指定
した引数に対して関数が定義されていないとき、あるいは、値が表現不可能なとき、
これらの関数は、従来の 0、±HUGE、または NaNを戻します。ところが、-Xaオプ
ションまたは -Xcオプションを指定している場合、これらの関数は、±HUGEではな
く、±HUGE_VALを戻します。±HUGE_VALと HUGEは math.hで定義されており、そ
れぞれ、無限と単一精度の最大数を表します。

ここで説明する関数、外部変数、マクロは、ユーザープログラムの中で再定義しない
でください。他の名前を再定義してもこれらのライブラリの動作に影響を与えません
が、同じ名前を再定義すると、インクルードされているヘッダーの宣言と衝突してし
まいます。

Intro(3)
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ファイル

関連項目

『診断』

注意事項
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INCDIRの中にあるヘッダーは、このマニュアルページで説明するほとんどの関数の
プロトタイプを提供します。関数のプロトタイプとは、引数の型を含む関数宣言のこ
とです。関数のプロトタイプを使用すると、ユーザーのプログラムの中で使用されて
いる関数の使用法が間違っていないか、コンパイラでチェックすることができます。
コンパイラの代わりに lintプログラムチェッカーを使用することもできます。lint
は、ヘッダーが #include文でインクルードされていないことを検出すると、この矛
盾を報告します。セクション 2、3C、3Sの定義は自動的にチェックされます。その他
の定義をチェックするには、lintに -lオプションを指定します。たとえば、libm
の定義をチェックするには -lmを指定します。できるだけ lintを使用するようにし
てください。詳細は、『プロファイリングツール』の lintに関する章を参照してく
ださい。

「STREAMS」と「ストリーム」の違いには十分気を付けてください。STREAMSと
は、ネットワークサービスとデータ通信ドライバの開発をサポートするカーネル機構
の一種であり、ユーティリティルーチン、カーネル機能、データ構造体で構成されて
います。一方、ストリームとは、STREAMSに関連するバッファリングで使用される
ファイルのことです。ストリームは <stdio.h>の中で FILE型へのポインタとして
定義されています。

各要素の詳細な定義では、実装に固有のシンボリック名を参照しなければならない場
合があります。ただし、必ずしもアプリケーションプログラムで使用できるようにす
る必要はありません。こうしたシンボリック名の多くは、境界の条件やシステムの制
限を記述するものです。

このセクションでは、分かりやすくするために、このような実装固有の値をシンボ
リック名にしています。このようなシンボリック名は必ず中括弧 ( { } )で囲まれ、
ヘッダーを使ってアプリケーションからアクセスできる実装固有の定数のシンボ
リック名と区別されます。中括弧で囲まれているシンボリック名は、特定のシステム
の文書中で定義されていることもありますが、ヘッダーを使用することによってアプ
リケーションプログラムから必ずしもアクセスできるわけではありません。

一般には、移植可能なアプリケーションプログラムコードの中で、このようなシンボ
リック名が参照されていてはなりません。たとえば、あるアプリケーションプログラ
ムで、あるルーチンに提供された引数リストの長さが {ARG_MAX}より大きいかどう
かをテストしてはなりません。

X/Open XFN標準に基づいたフェデレーテッドネーミングサービスは、Solarisオペ
レーティングシステムの将来のリリースではサポートされない可能性があります。

Intro(3)
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libcfgadm –構成管理のライブラリ

cc [ flag . . . ] file . . . -lcfgadm -ldevinfo -ldl [ library . . . ]

#include <config_admin.h>

このライブラリに含まれるインタフェースは、構成管理のためのサービスを提供しま
す。

共有オブジェクト libcfgadm.so.1は、以下に示す共通インターフェースを提供しま
す。

共有オブジェクトのインタフェースについては、intro(3)を参照してください。

config_ap_id_cmp config_change_state

config_help config_list

config_list_ext config_private_func

config_stat config_strerror

config_test config_unload_libs

/usr/lib/libcfgadm.so.1 共有オブジェクトファイル

/usr/lib/64/libcfgadm.so.1 64ビット共有オブジェクトファイ
ル

以下の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性の種類 属性の値

使用条件 SUNWcsl (32-bit)

SUNWcslx (64-bit)

MTレベル Mt-Safe

pvs(1), cfgadm(1M), intro(3), config_admin(3CFGADM), attributes(5)

libcfgadm(3LIB)

名前

形式

機能説明

インタフェース

ファイル

属性

関連項目
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